
0 

 

  

日能研関西 

神神戸戸女女学学院院特特訓訓  

２０２５年 

新６年志望校別特訓説明会 



1 

 

■ 学校概要                             

 

◆ アクセス ◆ 

 

学校法人神戸女学院 

神戸女学院中学部・高等学部 

〒662-8505 兵庫県西宮市岡田山 4-1 

 

○阪急「門戸厄神」駅より正門を通って中高

部 1号館事務室まで、徒歩 15～20 分程度。 

 

 

○最寄り駅までのご案内 

【最寄り駅】 阪急電鉄今津線 「門戸厄神」駅 

・阪急大阪「梅田」駅から最寄り駅まで 

→「梅田」駅から神戸線神戸三宮方面行き「特急」で、「西宮北口」駅まで約 12分。 

→「西宮北口」駅で今津線宝塚行き普通に乗り換え、「門戸厄神」駅まで 1駅約 2分。 

・阪急「神戸三宮」駅から最寄り駅まで 

→「神戸三宮」駅から神戸線梅田行き特急で、「西宮北口」駅まで約 14 分。 

→「西宮北口」駅で今津線宝塚行き普通に乗り換え、「門戸厄神」駅まで 1駅約 2分。 

・阪急「宝塚」駅から最寄り駅まで 

→「宝塚」駅から今津線西宮北口行き普通で、「門戸厄神」駅まで約 12 分。 

 

◆ 教育方針 ◆ 

キリスト教の理念を基盤とした一貫教育を目指している。創立以来、土曜日も休日とする週５日制

を実施し、毎朝礼拝をおこない、日曜日の教会出席を奨励している。戦時下の宗教教育の困難な時

代にも、キリスト教教育の伝統を守り、時代の試練に耐える強さも兼ね備えている。外国人教師に

よる授業、交換留学、ホームステイ制度など、国際色豊かな全人教育を目指している。 
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■ 中学入試データ                          

 

◆ 入試状況 ◆ 

年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

募集人数 135 名 135 名 135 名 

志 願 者 229 名 254 名 229 名 

受 験 者 227 名 250 名 228 名 

合 格 者 155 名 159 名 154 名 

合格最高点 349 点（460 点満点） 361 点（460 点満点） 337 点（460 点満点） 

合格最低点 233 点（460 点満点） 261 点（460 点満点） 260 点（460 点満点） 

 

2024 年度 体育実技テスト（20 点） 

・バスケットボール（5号ボール）のシュート（20 秒間）   ・縄とび［二重とび］（20 秒間） 

・マット運動［後転］   ・ハンドボール投げ 

2023 年度 体育実技テスト（20 点） 

・バスケットボール（5号ボール）のシュート（20 秒間）   ・縄とび［二重とび］（20 秒間） 

・マット運動［後転］   ・ハンドボール投げ 

2022 年度 体育実技テスト（20 点） 

・バスケットボール（5号ボール）のシュート（20 秒間）   ・縄とび［二重とび］（20 秒間） 

・マット運動［後転］   ・ハンドボール投げ 

 

◆ 入試科目別 ◆ 

非公表 
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。
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■ 特訓概要（今年度版）                        

 

◆ 開催校 ◆ 

西宮北口本校 

 

◆ 受講基準 ◆ 

「公開模試」の４科目平均偏差が５６以上、３科目の平均偏差が５９以上、 

「思考力育成テスト」の４科目平均順位が３３０位以内、３科目平均順位が３００位以内 

 ※「公開模試」「思考力育成テスト」とも受験が必須です。 

 

◆ 指導教科 ◆ 

水曜日…算数（Zoom） 

日曜日…国語と算数は毎週実施、理科と社会は隔週実施 

（例）１週目：国語・算数・理科  ２週目：国語・算数・社会 

 

◆ クラス編成 ◆ 

５年生後期（９月～）の学習力育成テスト、公開模試（２倍換算）の平均偏差値、思考力育成テス

トの関西平均順位によって２組（上位クラス）と１組（下位クラス）のクラス分けを行います。そ

の後、ほぼ１ヵ月単位でクラス替えをしていきます。後期も、ほぼ同様にクラス替えを実施してい

きます。 

 

◆ 一週間のモデルスケジュール ◆ 

火曜日 水曜日 木曜日 土曜日 日曜日 

国語 

神戸女学院特訓 

（算数） 

※Zoom 

理科 
算数 

社会 

学習力育成テスト※ 

・公開模試 

神戸女学院特訓 

※ 前期は学習力育成テスト、後期は合格力育成（実践）テスト 

（本科クラス）国語 150 分・算数 200 分・理科 150 分・社会 100 分 

（本科発展クラス）国語 200 分・算数 250 分・理科 150 分・社会 100 分 
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◆ 授業時間 ◆ 

＜前期＞ 

 特訓２組 特訓１組 

日曜

特訓 

09:00～12:20 
学習力育成テスト 

公開模試 
09:00～12:20 

学習力育成テスト 

公開模試 

12:20～12:40 食事休憩 12:20～12:40 食事休憩 

12:40～14:30 算数（110 分） 12:40～14:30 国語（110 分） 

14:45～16:25 社会または理科（100 分） 14:45～16:35 算数（110 分） 

16:35～18:25 国語（110 分） 16:45～18:25 社会または理科（100 分） 

18:25～19:25 ふり返り（60分） 18:25～19:25 ふり返り（60分） 

水曜

特訓 
19:00～21:15 

算数（135 分） 

※Zoom 
19:00～21:15 

算数（135 分） 

※Zoom 

 

＜後期＞ 

 特訓２組 特訓１組 

日曜

特訓 

09:00～12:20 
合格力育成テスト・合格力実践テスト 

公開模試 
09:00～12:20 

合格力育成テスト・合格力実践テスト 

公開模試 

12:20～12:40 食事休憩 12:20～12:40 食事休憩 

12:40～14:30 算数（110 分） 12:40～14:30 国語（110 分） 

14:45～16:25 社会または理科（100 分） 14:45～16:35 算数（110 分） 

16:35～18:25 国語（110 分） 16:45～18:25 社会または理科（100 分） 

18:25～19:25 ふり返り（60分） 18:25～19:25 ふり返り（60分） 

水曜

特訓 
19:00～21:15 

算数（135 分） 

※Zoom 
19:00～21:15 

算数（135 分） 

※Zoom 

※ 学習力育成テストや公開模試等のテストは特訓開催校で受験します。 

※ 次年度の特訓時間割は変更になる場合があります。 

 

◆ 特訓保護者会 ◆ 

年４回実施（３月,６月,９月,11 月ごろに実施）※予定 

第１回保護者会(３月頃)…特訓授業の指導方針、家庭学習上の留意点など 

第２回保護者会(６月頃)…夏期指導方針、効果的な学習法など 

第３回保護者会(９月頃)…後期指導方針、効果的な学習法など 

第４回保護者会(11 月頃)…入試まで 70日の学習法、併願校など 

 

◆ 特訓イベント ◆ 

① シミュレーションテスト 

年１回実施（12 月頃を予定） 

② 私学の魅力 徹底研究（6月頃を予定）   ※その他も複数予定。 
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◆ 特訓カリキュラム ◆ 

 

 回数 国語 
算数 

理科 社会 
水曜 日曜 

前
期
（
２
月
～
７
月
） 

１ 入試問題研究① 立体図形Ⅰ 平面図形① 
実力テスト 

地理① 

地形の基礎 ２ 入試問題研究② 数論Ⅰ 立体図形① 

３ 説明文 指示語 数論Ⅱ 数論① 
力学① 

地理② 

都道府県の形の確認 ４ 説明文 具体化説明① 数論Ⅲ 文章題① 

５ 説明文 理由説明① 数論Ⅳ 割合と比① 
植物①・② 

地理③ 

地形、農水産業の確認 ６ 入試問題研究③ 数論Ⅴ 平面図形② 

７ 物語文 心情説明① 場合の数 立体図形② 動物 

人体① 

地理④ 

工業の確認 ８ 物語文 心情説明② 文章題Ⅰ 数論② 

９ 物語文 理由説明② 文章題Ⅱ 割合と比② 人体② 

地表面の変化 

地理⑤ 

日本と関係の深い国  々10 入試問題研究④ 文章題Ⅲ 場合の数① 

11 説明文 空欄補充 割合と比Ⅰ 文章題② 
星・太陽 

歴史① 

歴史資料の確認① 12 説明文 具体化説明② 割合と比Ⅱ 速さ① 

13 説明文 理由説明③ 平面図形Ⅰ 平面図形③ 
月 

歴史② 

歴史資料の確認② 14 入試問題研究⑤ 平面図形Ⅱ 立体図形③ 

15 物語文 心情説明③ 平面図形Ⅲ 数論③ 
気象 

歴史③ 

歴史資料の確認③ 16 物語文 具体化説明③ 平面図形Ⅳ 速さ② 

17 物語文 暗示・象徴 速さⅠ 場合の数② 
化学①・② 

歴史④ 

歴史資料の確認④ 18 入試問題研究⑥ 速さⅡ 割合と比② 

19 説明文 総合問題① 速さⅢ 数論④ 化学③ 

熱と燃焼 

歴史⑤ 

時代区分の 50 20 物語文 総合問題② 速さⅣ 速さ③ 

夏
期 

１ 入試問題研究 入試問題研究 音・光 政治① 

２ 入試問題研究 入試問題研究 電気①・② 政治② 

３ 入試問題研究 入試問題研究 力学②・③ 入試問題研究 

後
期
（
９
月
～
１
月
） 

１ 入試問題研究 立体図形Ⅱ 入試問題研究 
単元別問題研究 入試問題研究 

２ 入試問題研究 立体図形Ⅲ 入試問題研究 

３ 入試問題研究 立体図形Ⅳ 入試問題研究 
単元別問題研究 入試問題研究 

４ 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

５ 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 
単元別問題研究 教科書対策① 

６ 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

７ 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 
単元別問題研究 入試問題研究 

８ 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

９ 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 
入試問題研究 入試問題研究 

10 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

11 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 
入試問題研究 教科書対策② 

12 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

13 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 
入試問題研究 入試問題研究 

14 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

15 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 
入試問題研究 入試問題研究 

16 入試問題研究 テーマ別問題演習 入試問題研究 

※国語と算数の「入試問題研究」は、実戦的に1年分を解く回と、大問を1題ずつ扱い、演習形式で取り組む回があります。 
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■ 国語の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

・入試１コマ目に実施  試験時間： 50 分 

・物語文と論説文が中心で、随筆や詩、語句関連も出題される。 

・高度な読解力、問題の意図を正確に読み取り的確にまとめる力などが必要である。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

 『最上級読解演習』を使用しながら、文章ジャンル別、設問内容別に文章読解に取り組む。 

 ・入試問題によく出てくる設問内容の中でも、 

「指示語」 

「具体化」 

「理由」 

「心情」 

「暗示・象徴」 

を取り上げ、文章内容の好き嫌いにとらわれない、設問内容別の解き方を身に付けていく。 

 ・多くの問題を解くのではなく、ひとつの問題にじっくり取り組み、神戸女学院の高度な入試問題

においても確実に得点できるような思考力、記述力を培う。近年の入試では指定字数の長い、短

いにかかわらず記述問題が多く出題されており、それに対応できる力を付けることは国語で得点

する上で必須と言える。 

 ・４週に１回、最難関校の入試問題を解く機会をつくり、時間配分などの実戦力を養う。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

神戸女学院の過去の入試問題を解き、実戦力を身に付ける。本番の入試のように試験時間 50分で

全ての問題に取り組む回と、大問１題ずつを演習形式で解き進める回とを設けている。 

入試問題は近年特に記述問題が多く、また出題される文章も長くなっている。50分という限られ

た時間内でいかに得点するかが重要となるため、特訓でも「何を」「どのように」答えるかを常に意

識して問題に取り組んでもらう。 

間違えた問題の直しや、解き筋の確認をきちんと行うことが大切である。 
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■ 算数の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

・入試２コマ目に実施  試験時間： 50 分 

・数論、速さ、立体図形、平面図形などがよく出題される。 

・難度順に並んでいないことが多い。 

・解答用紙が２枚ついており、途中式や考え方も見られる。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

日曜特訓 

「神戸女学院特訓 総合問題演習プリント」を使い、単元別に学習を進める。 

平面図形 …第 1，6，13 回 

立体図形 …第 2，7，14 回 

数論  …第 3，8，15，19 回 

文章題  …第 4，11 回 

割合と比 …第 5，9，18 回 

場合の数 …第 10，17 回 

速さ  …第 12，16，20 回 

宿題では授業で扱った問題の数値替えの問題に取り組み、さらなる定着を図る。 

また、水曜特訓で学習した内容の確認テストを行う。 

水曜特訓 

「単元別テキスト」を使い、zoom によるオンライン授業を行う。 

本科の授業内容のうち、神戸女学院の入試でよく出る部分を中心にテーマを絞り込み、反復練

習による定着を図る。基本問題を解説し、その後で類題を演習する形式で構成している。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

日曜特訓 

神戸女学院の過去の入試問題を扱って授業を行う。 

本番の入試のように試験時間 50 分で全ての問題に取り組む回と、大問１題ずつを演習形式で解

き進める回とを設けている。解くべき問題と、後回しにする問題を見極める目を養うことで、確

実に得点できる力を身に付ける。 

水曜特訓 

「単元別テキスト」を使い、zoom によるオンライン授業を行う。 

テーマ別問題演習として、難関校の入試問題レベルの問題を演習する。 
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■ 理科の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

・入試、最後の４コマ目に実施  試験時間： 45 分 

・大問の数は年度によって変わる。（ここ数年は６～８題） 

・広範な知識と論理的な思考力が試される。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

「特訓テキスト【最難関】」を使用する。実際の入試問題で構成されたテキストを使うことで実戦

を意識した取り組みを繰り返す。また、問題を演習することによって、実戦力をつける。 

授業では解説をよく聞くことによって、今までの知識にとどまらないもっと広く深い知識を身に

つけていく。 

また、授業では小テストを実施するので、知識の定着度合いをはかることができる。 

 

第１回 植物のつくりと働き   第11回 水溶液 

第２回 植物どうしのつながりと影響  第12回 中和 

第３回 動物の特ちょうとつながり  第13回 熱と燃焼 

第４回 人体①    第14回 音の性質 

第５回 人体②    第15回 光の性質 

第６回 地表面の変化   第16回 回路を流れる電流の強さ 

第７回 星・太陽    第17回 電流と発熱・磁力 

第８回 月     第18回 力とつり合い① 

第９回 気象    第19回 力とつり合い② 

第10回 気体と化学反応   第20回 力と運動 

                 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

神戸女学院の出題傾向に合わせて、４分野（物理・化学・生物・地学）の単元別演習と神戸女学

院の過去の入試問題を扱う。 

入試本番と同様に制限時間を設けて演習し、演習後に解説授業を行う。これにより入試問題で合

格点を得るための戦略や、各問題を解くための戦術を学習する。 
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■ 社会の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

・入試、昼食後の３コマ目に実施  試験時間： 45 分 

・小問数が多く、例年 80～90 問程度出題される。 

・教科書からの細かい出題が３分野（地理・歴史・政治）ともみられる。 

・３分野の中で歴史の比重がやや高い。 

・歴史の人名以外にも、漢字指定が増加している。 

・統計を扱う問題などは少なく、幅広い知識が求められている。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

授業 

①前回配付プリントからの小テスト 

⇒ 不合格者には再テストあり。 

②女学院特訓用プリント 

⇒ 実戦的な視点での補強を行う 

③｢前期特訓テキスト｣ 

⇒ 重要単元の確認および問題演習を行う。 

宿題 

①授業の復習と教材の残りの部分 

②次回の小テスト対策 

※夏期特訓授業から過去問演習（入試問題研究）も始める。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

入試問題をはじめから最後まで解く回と、教科書対策プリントを入れて部分的に解く回がある。

入試問題を全部解く回は得点も出し、知識不足のところをより強く意識し、弱点補強に向かう気持

ちを持つのに役立てていく。 

教科書対策についてはプリントを利用して行う。このプリントはテーマ別にまとめられており、

日能研の教材には出ていないが、小学校の教科書に書いてある細かい内容などを確認していくこと

ができる。また、教科書対策の一環として、1 問 1 答式の問題集も配付する。これに繰り返し取り

組むことで、知識の定着をはかる。 

 

 


